
司法省調査：オバマ政府の、トランプに対するロシア絡み

の陰謀について 

弁護士ジョン・ダーラムが、ロシア干渉情報について、政府の隠ぺいや工作

の有無を調査 

 

 

【訳注 Greatchain】  

 

こうして見る限り、アメリカほど下等な国家はなく、これほど文字通りの、狐や狸の化か

し合いはないと思われる。にもかかわらず、わが国の新聞やテレビでは、これが重要なニ

ュースであるかのように扱われ、トランプとオバマであれば、オバマがトランプより上等

の人間であり、トランプよりも、彼の一般教書演説を引き裂いたペロシの方に、理がある

かのように書かれる。なぜか？ それは、先日の SOTN の記事に書いてあったように、親

米国のすべてが、「モッキングバード国家」として、言われる通りに喋り、書かなければな

らないからである。同情はすべきである。しかし、そのなぜかは知っておくべきである。 

 

 

Jay Greenberg, @NeonNettle 

February 14, 2020 

 

 
 

司法省が現在、オバマ政権がロシアについての情報を、隠したり操作したりしていないか、

調査中だと言われる。 

 



司法省（DOJ）が、オバマ政権がその内部で、ロシアについての情報を、隠蔽または工作

した可能性があることを調査中である。これは、2016 選挙に対するロシアの干渉と言われ

るものが、ドナルド・トランプに対する陰謀の可能性を含むということだ――と報告は述

べている。 

 

米弁護士ジョン・ダーラムは、オバマ政府が、2016 年の大統領選挙で勝つために、トラン

プがロシアと企んでいるという彼らの憶測に、合うような証拠を積極的にねつ造していた

という可能性を、調査していると言われる。 

 

ダーラム（Durham）氏は、米司法長官のウィリアム・バーに指名されて、ロシア調査の警

察行動や情報担当の、初期の行動を詳しく観察するように、命じられたと言われるが、ま

さにこのロシア調査が、最後にはミュラー（マラー）の調査内容になった。 

 

さまざまな質問から、この “ブルドッグ” 弁護士に見えてきたのは、それぞれ異なった情

報をもつアナリストが、猜疑心をもちながら互いに衝突し、どちらが相手の高度に敏感な

秘密を見抜けるかを、競っている有様だった、と NY タイムズは報じている。 

 

ダーラム氏は、ジョン・ブレナン元長官の下にある CIA が、ロシアについて、ある思い込

みをしているか、または、何か特定の結果を得ようとしているという説を、追及しようと

しているものと思われる。 

 

この説によると、ブレナンは邪悪にも、他の要員が全体像を掴まないように注意しており、

反トランプという目標の、邪魔をされないようにしているという。 

 

 
“ブルドッグ” 米弁護士・ジョン・ダーラムは、オバマ政府による、ロシアについての証拠の扱いを、調査

している。 

 



タイムズ紙の言うところでは、ダーラムの調査に懐疑的な者もいるが、他の者はそうでは

ない。なぜなら、彼は、民主党・共和党両方の政権内部に、警察と情報局の、長い調査レ

コードをもっているからである。 

 

タイムズはさらに、ダーラムの注目しているものの一つは、どのようにして情報局共同体

が、その「分析的判断」に達したのか、「特に、ロシアは不和の種をまこうとしているだけ

でなく、トランプ氏が 2016 選挙で、ヒラリーを敗北させようとしていると、どのように

判断したのか」と、いうことだと言っている。 

 

この調査は、そこに起こった数件の異なった出来事にかかわる、異なった情報局の間の、

いくつかの情報内容を調べつつある、とタイムズは報告している。 

 

この報告に深く埋められて、タイムズが明らかにしているのは、ロシア政府が、以前にハ

ッキングしたという E メールをめぐって、米政府要員が争っていることで、そこには、前

大統領バラク・オバマからの E メールが含まれていることである。タイムズは加えて言っ

ている：―― 

 

  ある外国同盟国の情報サービスが、それ自身の盗まれたメッセージのコピーを入手し、

それとは別のコピーのついたドライブを、アメリカ政府に一緒に供与した。FBI など

の調査員が、これらのファイルを見ようと希望した。彼らは、ロシアのハッカーの選

んだ主要点が、クレムリンの選挙妨害が活動している間に、見えてくるかもしれない

と議論した。しかし、この無名の外国同盟国の編集したメッセージのインデックスは、

自分たちの同封したのは、バラク・オバマ大統領と議会メンバーからの、E メールで

あると言っていた。オバマ氏のホワイトハウス審議員の W. Neil Eggleston は、調査員

はドライブを開けるべきではないと言い、大統領には特権があり、また、もし FBI が、

議会の私的メッセージを通読したりすると、権力分離で騒がれる危険があると言った。 

 



 
 

連邦主義共同提唱者のショーン・デイヴィスは、この新事実について、オバマの E メール

はハックされたもので、大統領特権によって隠ぺいされるべきだとして、こう書いた： 

 

「多くの外国政府が、オバマが大統領だったときに、彼の E メールをハックした。ジェイ

ムズ・コーミーが、ヒラリー・クリントンの不法な私的 E メール詐欺の調査を、あれほど

熱心に不問にしようとした理由が、それでわかるであろう。」 

 

ダーラムは、数多くの FBI 職員やスパイ、それに CIA アナリストをインタビューしてきた

と言われる。しかし彼はまだ、前 FBI 長官ジェイムズ・コーミー、前副長官アンドルー・

マッケイブ、また、ブレナンには当たっていないと、Daily Wire は言っている。 

 

ダーラムは、外国政府からの情報がどう動き、CIAがどういう役割を果たすことによって、

トランプの選挙戦がロシアとの疑惑に結びついたのかを、綿密に調べようとしていると言

われている。 

 

【関連記事】「グレアム：深層国家の逮捕は間近、ロシア癒着詐欺の背後一味は刑務所へ」 

 

――以上 


